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ルー ス ・セ ン ト ・デ ニ ス (Ruth St. Denis, 1877～

1968) と テ ッ ド・シ ョー ン (Ted Shawn, 1891～1972)

は, 1914年8月13日, ニ ュー ヨー クで結婚 。 この 時

か ら2人 の芸術 家 に よ る共 同 の舞 踊 活動 が本格 的に,

始 まった。 デ ニ シ ョー ン時代 の幕 あけ であ る。

デ ニシ ョー ン ・カ ンパ ニ ーの公 演活 動

(表1参 照)

デニス とシ ョーン は, 結婚 後一 週 間 も経 た ない8月

19日 か ら, 早 速 デニ シ ョー ンの全 米公 演旅行 を開始 。

1915年 夏, 最 初 のデ ニ シ ョー ン ・ス クー ル をロス ア

ン ジェルス に開校 。

第1期 (1914～1921) は, カ ンパ ニー と学校 を維 持

す る財 政獲 得 のた めに, その活動 の約80%が ボー ド

ビル ・ツアー であ った。

第II期(1922～1926)の 活動 は, 第1期 とは異 な り,

約95%が コンサ ー ト ・ツアー で あ る。 第1期 にデ ニ

シ ョー ンの 名前 と舞 踊 を広 くア ピー ル しなが ら実 力

をつけてきた努 力 が実 った時 期 といえる。1922～1925

年 にわ た って全 米各地 に 大規模 な コンサ ー ト ・ツア
ー を行 って い るが, これ に よ ってデ ニ シ ョー ン ・カ

ンパ ニー は芸 術舞 踊 の世 界に 高 い位 置 を確 保 す る こ

とにな る。 この 時期 がデ ニ シ ョー ンの全盛 期 であ っ

た。 第II期 のプ ロ グラム で, デニ シ ョー ンの レパー

トリーが 完成 した といえ る。す なわ ち, 音 楽 の視 覚

化 に よる作 品集, 東洋 の作 品集, 劇 的 作 品集, 小 品

集 とい った レパー トリー であ る。

第III期 (1927～1931) は再 び ボー ドビル ・ツアーが

始 ま る。1921年 に開校 したニ ュー ヨー ク ・ス クー ル

を本部 として確 立 す る資金 集め が 目的 で あ った。 し

か し, この ツアーへ の 反対 か ら主要 メンバ ーが 次 々

と退 団 し, 次 第に衰 退 の兆 しをみせ 始 め る。1929年

以 降 は, デニ ス とシ ョー ンが 別 々 の 道 を歩 き始 め, 

デ ニ シ ョー ンは事実 上分 裂す る。公 演 活動 はば らば

ら な形 態 なが らも, 1931年 まで続け られ た。デ ニ ス

とシ ョー ンの芸 術家 として の葛 藤が 導 び いた結論 で

あ ろ う。

表1. デ ニ シ ョー ン ・カ ンパ ニ ー の 公 演 日 数 (1914.4.13～1931.8.28)

(註) ■ Concert

■ Vaudevill

D・S=DenisとShawn

D=Denis

CO・S=DenishawnとShawn

CO・S・D=DenishawnとShawnとDenis
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デ ニ シ ョー ン ・ス ク ー ル

開 校 当 時 の ス クー ル の活動 は主 に屋 外 でな され,

自然 で健康 な生 活, 精神 的に豊 か な生活 が 強調 され

て いた。 そ して ス クー ル は, シ ョー ン とデ ニス の思

想や 舞踊 を啓 蒙す る場 で あ り, 集 団生活 の場 で あ っ

た。
(1)

デ ニ シ ョー ン ・ス クー ルの カ リキュ ラム は下記 の

ようであ り, それ は 多様 な舞 踊の訓 練 を と りいれ た

総 合 的な カ リキ ュ ラムで あ った。

1. オ リエ ン タル ・ダ ンス(ヨ ガ を含 む)＊

2. キャ ラ クター ・ダ ンス ＊

3. ナチ ュ ラル ・ダン ス ＊

4. バ レエ ＊

5. デル サル ト ・エ クサ サ イズ

6. ダル クロー ズ ・シ ステム

7. 作 品振 付

8. 上 演法

9. 舞 台装 置制 作

10. 衣 裳 デザ イ ン

11. 音 楽 の視 覚 化

12. ア ンサ ンブル ・ダ ンス

13. ドイ ツ ・モダ ン ・ダ ンス

＊印 は, 1915年 開校 時 に組 まれて い た内容 。

 また上 記の他 に 時 々, 舞踊 史や 身体 認識 に関す る
(2)

講議 が行 われ た。

デニ ス とシ ョー ンは 「既 成 の訓練 方法 を実 践す る
(3)

よ りも, 独 自の方 法 を持 つべ きであ る」と考 え, 「個
(4)

人 の才 能 をあ らゆ る手段 に よって ひ きだそ うとした」

の であ った。 その結 果, 彼 らがめ ざ してい た種 々 の

タイプの舞 踊家, マー サ ・グラハ ム, ドリス ・ハ ン

フ リー, チ ャール ズ ・ワイ ドマ ン らが育 成 され た と

み るこ とが で きる。

さてデ ニ シ ョー ン ・ス クー ルにお け る2人 の役割

につ いて みて み たい。 デ ニス は 「終 始一 貫 して, デ

ニ シ ョー ン ・ス クー ル の組 織 は, テ ッ ドの考 えや 力
(5)

に負 うもので あ った」とみ てお り, 「テ ッ ドの学 校 経
(6)

営に対する意志や考えは, 私よりも強固であり」, シ
(7)

ヨー ンは 「自分 自身 のす べ て を学 校 に賭 けて いた」と

その情 熱 を賞賛 してい る。 それ にひ きか え 「私 は決

して 良い教 師 では なか っ た。私 は あま りに もエ ゴイ

ス トであ り, 指 導者 に不 可 欠の 無我 の姿勢 を もって
(8)

い なか った」 とし,「私 がデ ニ シ ョー ンや生 徒 に与 え
(9)

た ものは, 芸術 的霊 感 で あっ た」 と自己評 価 して い

る。実務 的 能 力にす ぐれ たシ ョー ン とデ ニス どい う

美 しいス ター の存在 な しには, デニ シ ョー ンの隆盛

は考 え られな い。

む す び

17年5ヶ 月余 に わた るデ ニ シ ョー ンの公 演 に参加

した舞 踊家や 芸術 家 は約155名, この 間に約283作 品

を生 みだ し, 公演 日数 は2, 515日, 公演地 域 は全米 は

も とよ りヨー ロッパ, 東洋 に まで及 んで い る。 活動

の 内訳 は, コ ンサ ー トとボー ドビルが お よそ半 々に
(10)

な る。 当 時 ア メ リカ を訪 れ て メ トロ ポ リタ ン で 公 演

し た舞 踊 団 や 舞 踊 家 とは 異 な り, 外 部 の 援 助 や 伝 統

的 名 声 も な い デ ニ シ ョー ンが, 活 路 を拓 い て い く唯

一 の 道 は ボ ー ドビ ル の 世 界 に あ っ た
。 こ う し た大 衆

へ の ア ピ ー ル が, ま た 多 くの 弟 子 の 全 米 へ の 分 散 が,

舞 踊 の 観 客 を育 て, ア メ リカ の 舞 踊 芸 術 の 確 立 を 導

び い た の で あ る 。

デ ニ シ ョー ン の プ ロ グ ラム は, 彼 ら を支 え て くれ

る 大 衆 の 嗜 好 に適 応 し た もの で あ っ た とい え る。 し

か し単 に 観 客 の求 め る娯 楽 的 色 彩 の 濃 い 内 容 を与 え

る だ け で は な く, 大 衆 が 望 ん で い る 以 上 の 芸 術 水 準

に ま で ひ き あ げ, 芸 術 性 の 強 い 舞 踊 を愛 好 す る 気 風

を醸 成 し よ う とす る 啓 蒙 の 姿 勢 を も っ て い た 。 デ ニ

シ ョー ン に と っ て 舞 台 は 思 想 を 伝 導 す る場 で あ り,

観 客 を教 育 す る場 で あ り, 芸 術 追 求 の 場 で あ っ た 。

そ の 熱 意 の ほ ど は, 活 発 な 公 演 活 動 の 様 相 か ら充 分

に 感 じ とれ る 。
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